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須崎農業振興センター高南農業改良普及所

ショウガ栽培の振り返り ～生姜栽培研究会栽培反省会～

PPを使って白星病対策を

説明

12月26日JA高知県四万十の生姜栽培研究会の栽培反省会が開催さ

れ、会員９名の参加がありました。

R５年は雨の影響で白星病の発生が多かったことから、普及所から

は、白星病の発生生態と防除方法、ショウガの基本的養分吸収特性等

を説明しました。

生産者からは、白星病の防除方法や次の作に向けた対策等について

質問が出されました。また、次年度の根茎腐敗病対策の実証ほ設置に

ついても検討され、活発な意見交換ができました。

今後も生産者及び関係機関と連携して、ショウガの生産安定に向け

て支援をしていきます。

新規就農者の確保、定着に向けて ～四万十町新規就農相談会～

就農相談会

１月９日、JA高知県四万十農協会館で「新規就農相談会」が開催さ

れ、１名の参加がありました。

普及所は町、JAとともに、相談者に対して就農にあたっての幅広い

支援策の紹介や営農品目のアドバイスをしました。

相談者からは「どういった支援事業があるのかわかった」「品目に

ついてもう少し考える」との声がありました。

今後も関係機関と協力して、新規就農者の確保対策に取り組んでい

きます。

今年のシシトウはどうでしたか？ ～十和園芸部シシトウ部会出荷販売反省会～

出荷販売反省会の様子

１月17日、JA高知県十和支所の十和園芸部シシトウ部会の出荷販売

反省会が開催され、13名の参加がありました。

普及所からは、非辛みシシトウの北幡地域での実証結果について説

明を行いました。

生産者からは、「非辛みシシトウの苗の注文はまだできるのか」や

「差別化して販売されるのか」など非辛みシシトウについて、興味や

関心を持った意見が出されました。

今後も関係機関と連携し、シシトウの生産振興に向けて支援をして

いきます。



おいしい栗を生産しよう！ ～JA高知県十和支所栗部会剪定講習会～

傾斜地での剪定作業

１月18日にJA高知県十和支所栗部会が剪定講習会を開催し、農家と

関係機関合わせて21名が参加しました。

講習会は十和と大正地区の２カ所で実施し、普及所から栗の剪定に

関する基本的な考え方や切り方を説明した後、低樹高栽培の骨格づく

り、結果母枝を残す場所や予備枝の取り方などについて、実際に剪定

しながら説明しました。

農家からは、結果母枝を残す場所やカットバックの位置など多くの

質問や意見があり、積極的な意見交換ができました。

今後は個別巡回を中心に、農家の剪定作業を支援していきます。


